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この話題提供における私の視点

• 学びの過程
• 京都大学教育学部・京都大学大学院教育学研究科（比較教育学：日本と米国の
教育制度比較）学士・修士

• Columbia University Graduate School of Arts and Sciences, （Sociology of Education：
政策評価・教育効果測定）Ph.D.

• 国立教育政策研究所高等教育研究部長（高等教育制度・政策：欧州高等教育質保証）

• OECD-AHLEO 高等教育における学修成果評価（土木工学分野） 2008-2012
• Tuningテスト問題バンク（機械工学分野） 2014（継続中）

• エンジニアリング・コンピテンシーの達成度評価

• 九州大学教育改革推進本部（2022年に未来人材育成機構に改組）

• 九州大学の教学マネジメント（人材育成目標の実現に向けた教学の管理運営）

• 大学評価（福岡県立3大学、国際教養大学・九州産業大学・中央大学）

• 日本技術者認定機構理事、大学基準協会大学評価研究所研究員

• 今の研究関心
• 科学研究費補助金基盤研究（B）「大学教育における学問分野の固有性と横断性

―参照基準とカリキュラム構造の分析」

• https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-23K25677/
• 学問分野固有の「世界の認識の仕方」「世界への関与の仕方」
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本フォーラムのテーマ：「我が国の技術系人材の育成」
八大学工学系連合会の提言/事業を振り返る（2014～2018）
https://8uea.org/project

• グローバル時代にこそ博士人材（2014）

• 我が国の産業競争力強化に工学教育が一層貢献するために（提言）（博士人
材の確保とリーダー人材育成について）（2015）
• イノベーションを指向する国民・社会のニーズ応えるには、博士人材を確保し、高度博士人材をイノ
ベーションリーダーとして世に送り出すことが急務である。産官学が連携して高度博士人材育成シス
テムを構築する。

• 我が国の基礎研究力強化に向けて（提言）（イノベーションの源泉、学術研
究・基礎研究の推進について）（2016）
• 我が国が世界に伍していくために「科学技術創造立国」政策を展開して4半世紀が経過した今、学術
研究・基礎研究の活力が世界の中で我が国のみが停滞・減退状況にある。イノベーションの源泉たる
学術研究・基礎研究力の再構築を。

• 我が国の発展を支える優秀な留学生人材の育成と定着（提言）（海外人材獲
得の大競争時代へ向けて）（2017）
• 「優秀な留学生人材の育成と定着」に関する現状の課題を分析し、課題解決に向けた
方策を提言。

• 高度工学系人材育成への産業界の参画と支援（提言）～イノベーション
創出の中核的リーダー人材育成のために（2018）
• 従来の個別の連携形態から産官学一体で取り組む「高度人材育成への産業界の参
画と支援」施策の推進を。
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• 第1回公開シンポジウム 工学系大学院生の就職・採用活動を
考える ― 高度工学系人材育成のために ―（2019）

• 第2回公開シンポジウム 工学系大学院生の就職活動を再度考
える ― 高度工学系人材育成のために ―（2020）

• 第3回公開シンポジウム「工学系大学院生の就職活動を考える
(3)ー高度工学系人材育成のためにー」（2021）

• 第4回公開シンポジウム 産学官協働による博士人材ー博士の
現状と研究インターンシップー（2022）

• 第5回公開シンポジウム 産学官協働による博士人材ー博士の
現状とOBOGの活躍ー（2023）

• 第6回公開シンポジウムー産業界で輝く女性と博士－（2024）
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「我が国の技術系人材の育成」を巡る議論
八大学工学系連合会の提言/事業を振り返る（2019～2024）
https://8uea.org/project



企業の協力等に関するお願い
1. 博士人材の採用拡大・処遇改善
2. 博士人材の採用プロセスにおける海外留学経験等の評価促進
3. 博士後期課程学生を対象としたインターンシップの推進
4. 博士人材の雇用に伴う法人税等の税額控除の活用促進
5. 奨学金の企業等による代理変換制度の活用促進
6. 従業員の博士号取得支援
7. 企業で活躍する博士人材のロールモデルの選定と情報提供

短期的時間軸の解決策は、着実に展開中
高度技術系（博士）人材の育成を巡る環境の変化
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2025年度までに、生活費相当（年180万円以上）を受給する
博士後期課程学生を従来の3倍に

１）トップ層の若手研究者の個人支援：特別研究員事業
（DC）の拡充
２）所属大学を通じた機関支援：
• 大学フェローシップ創設事業
• 次世代研究者挑戦的研究プログラム（SPRING）
３）RA（リサーチ・アシスタント）経費の適正化

危機感の共有 政府による支援事業（2021年度～）

博士人材のキャリアパスの課題についての議論が展開中（出典：内閣府、2023）
• 博士人材の民間企業等へのキャリアパス

• 日本：36.0％ ⇔ 米国：56.2
• 企業経営者の最終学歴 日本：学士83.7%，修士9.2％, 博士2.0％

• 米国：学士32.0%，修士54.6％, 博士10.3％
• 博士人材の貢献（特許出願件数、被引用件数）は大きいが、評価は低い（マッチングの課題）

https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20230119/siryo1-1-1.pdf

博士人材活躍プラン（文部科学省、2024）：博士人材が、アカデミアのみならず、
多様なフィールドで活躍する社会の実現
• 産業界等と連携し、博士人材の幅広いキャリアパス開拓を推進
• 教育の質保証や国際化の推進などにより大学院教育を充実
• 博士課程学生が安心して研究に打ち込める環境を実現
• 初等中等教育から高等教育段階まで、博士課程進学への

モチベーションを高める取組を切れ目なく実施

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/000147972.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20240326-mxt_kiban03-000034860_0.pdf
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中長期的時間軸の解決策が課題
：大学の基盤的な教育研究力は疲弊
：国際化の前提となる国際通用性も十分に保証できない

• 国立大学協会声明 2024.6.7
• 国家予算が厳しさを増すにつれ、国立大学の活動を支える基盤経費（運営費交付金）は減額されたままです。加えて、社会保険など

の経費の上昇、近年の物価高騰、円安などにより基盤経費を圧迫し、実質的に予算が目減りし続けています。また、働き方改革の実
現のため、大学教職員、学校教員や医師を確保する必要も出てきました。その中にあっても質の高い教育研究活動を維持・向上して
いくために、寄付金などの外部資金や自ら収入を増やす努力も進めています。そうして、我が国の課題、また地球規模の課題の解決
に、教育と研究を通じて全力で取り組んできました。しかし、もう限界です。

• https://www.janu.jp/wp/wp-content/uploads/2024/06/kokudaikyou-saimei.pdf
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国立大学の教員数（本務者）

2008 2013 2018 2023

-4.8%(1051人減)

＋17.8%(2935人増)

若手：-18.8% (3316人減)

任期付き：+24.1% (1652人増)

教育研究時間： -9.1％
(2002) 71.1%→
(2018) 62.0%

国立大学協会『国立大学法人基礎資料集2023年』
https://www.janu.jp/wp/wp-content/uploads/2024/04/0d5e3eb982d8833a7dcfd6d0e3563223.pdf

運営費交付金： -13.1％（1631億円）
(2004) 12,415億円
(2024) 10,784億円
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国立大学の変化：未検証のまま突き進む改革
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本フォーラム第2部のテーマ：「国際的な活動の重要性」
大学を開く・社会とつなぐ・世界とつながる
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資源のシェア
人材のシェア

《既存の連携スキーム》
大学間連携・コンソーシアム
共同学位（JD/DD）
モジュール
マイクロ・クレデンシャル
オープン・カリキュラム
オープン・シラバス
クロス・アポイントメント
令和4年大学設置基準の特例制度
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競争から連携へ：人や情報の往来の中で、知的創造性が喚起され、新しい知見が創出される
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教育資源のシェア・
教員・学生のシェア

※大学設置基準

（教育課程の編成方針）第十九条 大学は、学校教育法施行規則第百六十五条の二第一項第一号及び第二号の規定により定める方針に基づき、必要な授業科目を自ら開設し、体系的に教
育課程を編成するものとする。

（授業の方法）第二十五条 ２ 大学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させるこ
とができる。

（卒業の要件）第三十二条 ５ 前四項又は第四十二条の九の規定により卒業の要件として修得すべき単位数のうち、第二十五条第二項の授業の方法により修得する単位数は六十単位を
超えないものとする。
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Laurentius de Voltolina - The Yorck Project (2002年) 10.000 Meisterwerke
der Malerei (DVD-ROM)、
distributed by DIRECTMEDIA Publishing GmbH. ISBN: 3936122202.

ボローニャ大学（世界最古の総合大学）
1088年創設（1158年神聖ローマ帝国皇帝特許状）
↓1350年代の講義風景

【欧州ミニ大学史】
12世紀後半に誕生した大学は、中世自治都市を拠点とした広域的なヒトやモノの往来
を背景に、思考と実践の自由を獲得し、知的創造のアリーナとして発展した。しかし、
15世紀末以降、領邦君主によって大学が設置され、官僚機構の管理下に組み入れられ、
学位や教授職の価値が通用する範囲が領邦国家内に閉じ込められたことによって、大
学教員と学生の国境を越えた自由な往来は停滞し、その結果として、大学の自由な知
的創造性と管理運営上の自律性も衰退した。 吉見俊哉（2016）『大学とは何か』岩波新書

↓
欧州高等教育復活劇
1987年 エラスムス計画
1999年 ボローニャ・プロセス（欧州高等教育圏の確立）
2017年 European Universities

欧州高等教育改革から学ぶ

参考：森利枝・深堀聰子「『単位』は何を捉え、どのような機能を果たすか‐米欧比較から導かれる示唆」大学基準協会大学評価研究所
『単位制の今日的位相と単位制の実質化に関する調査研究報告書』（近刊）

目的：学生の「移動」を促進することを通して、政治的分断状況
にある欧州諸国を架橋し、欧州統合に寄与すること。

中世大学におけるヒトの移動を支えた仕組み：
• ラテン語
• カリキュラム・モデル（自由七科＋神学・法学・医学）

欧州高等教育圏におけるヒトの移動を支える仕組み
1．評価：学修成果の共通枠組み（単位・学位・資格の「価値」を同定する）
• 欧州高等教育資格枠組み・生涯学習資格枠組み（水準）
• Tuning学問分野別参照基準（内容）
• European Credit Transfer and Accumulation System（学修の質と量の尺度）
2．処遇：政府間合意（処遇）（実質的同等の「価値」が認められる学修の相
互承認）

European Universities（560余りの高等教育機関による64の広域コンソーシア
ム）（2017年～）
https://education.ec.europa.eu/education-levels/higher-education/european-universities-initiative

エンジニアの間では、エンジニアリング・コンピテンシーについての認識が国内外で緩やかに共有されている。
この強みを活かして、技術系人材育成の広域連携による高度化を目指せないか。

日本の高度人材育成の先鞭となる。

https://www.wikidata.org/wiki/Q59254328
https://commons.wikimedia.org/wiki/Commons:10,000_paintings_from_Directmedia
https://ja.wikipedia.org/wiki/ISBN
https://commons.wikimedia.org/wiki/Special:BookSources/3936122202


エンジニアリング・コンピテンシーを育成・評価・処遇する

エンジニアリング教育

教育認定

訓練と経験

初期能力開発
（IPD）

実務

継続研鑽（CPD）

技術者教育の認定基準に適合している。

教育プログラムの修了者が獲得すべき
知識や能力を身に付けている。

プロの技術者としての能力を
身に付けている。

技術者としての行動規範を遵守し、
能力を維持・向上し続ける。

IEA Graduate Attributes IEA Professional Competencies

（登録）技術士補

修習技術者
• エンジニアリング・プログラム（修了）
• 技術士第1次試験（合格）

技術士第2次試験（合格） （登録）技術士
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入学者選抜（点）
高大連携（面）
アドミッション・ポリシー

リカレント教育
インターンシップ

採用
ディプロマ・ポリシー

研修
人事評価

エンジニアの間では、エンジニアリング・コンピテンシーについての認識が国内外で緩やかに共有されている。
この強みを活かして、技術系人材育成の広域連携による高度化を目指せないか。

日本の高度人材育成の先鞭となる。



Graduate Attributes 
認定プログラムの修了生に対して期待する知識・能力を
個々に測定可能な学習成果の集合体として示したもの。実

務遂行のためのコンピテンシーを継続研鑽を通じて獲得で
きる修了生のポテンシャルに対応。

Professional Competencies
専門職として資格登録を行う段階で期待されるコンピテンシー
の要素をまとめたもの。資格登録の際に、それらの獲得を包括
的に示すことが求められる。

知
識

エンジニアリングに関する知識
普遍的知識の理解と応用

地域的な知識の理解と応用

問題分析 問題分析

解決策のデザイン/開発 解決策のデザイン/開発

調査研究
評価

ツールの活用

エ
ン
ジ
ニ

ア
と
社
会

エンジニアと世界
社会の保全

法律、規制及び文化

倫理 倫理

活
動
の
在
り
方

個人及び共同チームでの活動
コミュニケーションと協働

コミュニケーション

プロジェクトマネージメントと財務 エンジニアリング活動のマネジメント

生涯継続学習 継続研鑽と生涯学習

判断

決定への責任 11

教育認定と専門職資格認定は
一本の線上にある



                          Tuningテスト問題バンクの概要

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【メンバー：H26～R4 のべ 33 機関 83 人】 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所 
 テスト問題作成に向けた全体方針の策定 

 テスト問題の査読・翻訳・著作権の処理 

 テスト問題データベースの管理 

 大規模実施の採点結果の分析、参加大学への

フィードバック 

 HP の管理・広報 

 国際連携 

 日本機械学会のとの連携 

 技術士会・日本技術者教育認定機構との連携 

 技術者倫理問題作成 

国際連携 

連携 

リーダー 

西日本拠点 関東拠点 東日本拠点 

 テスト問題の作成・提案・修整 

 テスト問題の妥当性検証 

 テスト問題の大規模実施 

提 案   
ASEAN 拠点 

Tuningテスト問題バンクは，OECD-AHELOフィージビリティ・スタディの継続事業として，国
立教育政策研究所が平成26年度に開始し，平成27年以降はチューニング情報拠点の取組の一

つとして，機械工学分野において展開している事業である。大学教員が共同でテスト問題を
作成して共有することを通して，学問分野の学修成果に関する共通理解を形成するとともに，
教育改善に資する学修成果アセスメントの在り方に関する検討を深め，方法論の確立を目指
して活動している。
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Tuning テスト問題バンク（機械工学分野）学修成果の枠組み
Tuning AHELO（工学分野）学修成果の枠組みから導出

エンジニアリング
汎用的能力

【EGS) エンジニアリングの社会および一般社会と効果的にコミュニ
ケーションを図るために、種々の方法を活用する能力。

工学基礎・
工学専門

【BES】専門とするエンジニアリング分野の重要事項や概念に関する系
統的な理解を示すことができる能力。

エンジニアリング
分析・解析

【EA-解析】エンジニアリングの課題を特定して定式化し、確立した方
法で解くために知識と理解を応用する能力。

【EA-分析】エンジニアリングの生産物、プロセス，手法について分析
するために知識と理解を応用する能力。

エンジニアリング・
デザイン

【ED】特定の規定された要求を満足するデザインを開発するために知
識と理解を応用する能力。

エンジニアリング
実践

【EP-統合】エンジニアリングの課題を解決するために、適用可能な理

論と手法ならびにそれらの制約を理解した上で、選択・統合・活用す
る能力。

【EP-倫理】健康・安全・法律の問題とエンジニアリングの実践に伴う

責任、および解決策の及ぼす社会的・環境的状況への影響について理
解していることを示すことができ、エンジニアリングの実践に伴う職
業倫理，責任，規範を引き受ける能力。

【EP-管理】例えばリスク管理や変革管理などのプロジェクト管理やビジネス手法に
ついて、それらの制約についての認識も含めて知識を示すことができる能力。

13

IEA, GA&PC
ENAEE, EUR-ACE
に基づく国際通用性
のある枠組み



https://www.me-testbank.org/testitems
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大学を開く・社会とつなぐ・世界とつながる
技術系人材育成の未来を切り開く

https://earth.publicdomainq.net/201710/11o/publicdomainq-0014284ztsdit.jpg
ご清聴ありがとうございました

fukahori.satoko.846@m.kyushu-u.ac.jp


	大学を開く・社会とつなぐ・世界とつながる
	この話題提供における私の視点
	本フォーラムのテーマ：「我が国の技術系人材の育成」�八大学工学系連合会の提言/事業を振り返る（2014～2018）https://8uea.org/project
	「我が国の技術系人材の育成」を巡る議論�八大学工学系連合会の提言/事業を振り返る（2019～2024）https://8uea.org/project
	短期的時間軸の解決策は、着実に展開中�高度技術系（博士）人材の育成を巡る環境の変化
	中長期的時間軸の解決策が課題�：大学の基盤的な教育研究力は疲弊�：国際化の前提となる国際通用性も十分に保証できない
	国立大学の変化：未検証のまま突き進む改革
	本フォーラム第2部のテーマ： 「国際的な活動の重要性」�大学を開く・社会とつなぐ・世界とつながる
	スライド番号 9
	エンジニアリング・コンピテンシーを育成・評価・処遇する
	スライド番号 11
	�                          Tuningテスト問題バンクの概要
	Tuning テスト問題バンク（機械工学分野）学修成果の枠組み�Tuning AHELO（工学分野）学修成果の枠組みから導出
	スライド番号 14
	スライド番号 15

